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内
子
町
長　

稲
本　

隆た
か

壽と
し

政
権
交
代
に
伴
う
行
政
運
営

　

今
年
の
流
行
語
大
賞
は「
政
権
交
代
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。
８
月
の
衆
議
院
議

員
総
選
挙
で
自
由
民
主
党
を
中
心
と
す

る
政
権
か
ら
民
主
党
を
中
心
と
す
る
政

権
に
な
っ
た
こ
と
を
象
徴
す
る
言
葉
と

し
て
、
今
後
歴
史
に
刻
ま
れ
る
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　

内
子
町
政
で
は
、
29
年
間
と
い
う
長

い
歴
史
を
刻
ん
だ
河
内
前
町
長
が
勇

退
さ
れ
、
１
月
の
町
長
選
挙
で
町
民
の

ご
支
援
を
得
て
、
わ
た
し
が
町
政
の
か

じ
取
り
役
を
ま
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
内
子
町
総

合
計
画
を
基
本
に「
子
ど
も
た
ち
に
夢

を
」「
お
年
寄
り
に
安
心
を
」「
働
く
人

に
元
気
を
」を
公
約
に
町
政
運
営
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　

鳩
山
政
権
の
誕
生
に
よ
っ
て
大
幅
な

政
策
転
換
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
20
・

21
年
度
に
か
け
て
の
自
公
政
権
に
よ
る

補
正
予
算
や
経
済
危
機
対
策
の
臨
時
交

付
金
事
業
が
ど
う
な
る
の
か
心
配
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
域
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
事
業
や
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備

事
業
、
土
地
改
良
事
業
、
町
道
・
農
林

道
整
備
、
学
校
耐
震
調
査
事
業
、
公
共

施
設
の
改
修
な
ど
、
こ
れ
ま
で
財
源
不

足
の
た
め
に
取
り
組
め
な
か
っ
た
約

13
億
円
の
事
業
に
は
大
き
な
影
響
も
な

く
、
順
次
、
執
行
し
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
95
兆
円
と
い
う
過
去
最
大

規
模
の
新
年
度
予
算
の
概
算
要
求
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
手
当
の
創
出

な
ど
福
祉
政
策
の
拡
充
、
雇
用
や
環
境

政
策
の
推
進
な
ど
、
歳
出
面
で
の
増
加

要
因
が
目
白
押
し
の
一
方
、
ひ
も
付
き

補
助
金
か
ら
一
括
交
付
金
へ
、
暫
定
税

率
の
廃
止
、
高
速
道
路
無
料
化
、
農
家

へ
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
な
ど
の
政
策

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ゆ

る
や
か
な
デ
フ
レ
現
象
の
経
済
状
況
下

に
あ
っ
て
、
今
年
度
の
税
収
は
37
兆
円

ま
で
落
ち
込
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
国

債
発
行
残
高
は
６
０
０
兆
円
を
超
え
る

見
通
し
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
予
定
さ
れ
て
い
た
子
育
て
応

援
特
別
手
当
が
突
然
廃
止
と
な
り
、
新

年
度
か
ら
は
月
額
２
万
６
千
円（
22
年

度
は
１
万
３
千
円
）の
子
ど
も
手
当
を

支
給
す
る
と
の
方
針
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
内
子
町
で
は
２
千
３
４
７
人
、
約

３
億
６
千
６
０
０
万
円
規
模
に
な
り
ま

す
。
現
在
の
児
童
手
当
と
同
様
に
町
の

財
政
負
担
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
、
動
向
が
気
掛
か
り
で
す
。

　

地
域
医
療
の
再
編
・
充
実
を
図
る
た

め
の
八
幡
浜
・
大
洲
地
域
医
療
再
生
基

金
は
、
医
療
圏
域
で
１
０
０
億
円
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
25
億
円
に
減

額
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
影
響
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止

す
る
議
論
も
あ
り
、
今
後
の
保
健
医
療

制
度
、
年
金
制
度
が
ど
う
変
わ
っ
て
い

く
の
か
不
透
明
で
す
。
新
た
な
制
度
改

革
と
な
る
と
、
さ
ら
な
る
地
方
の
財
政

負
担
や
被
保
険
者
の
混
乱
も
予
測
さ
れ

ま
す
。

　

道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
廃
止
問

題
で
、
内
子
町
の
場
合
は
、
自
動
車
重

量
譲
与
税
、
地
方
道
路
譲
与
税
、
自
動

車
取
得
税
交
付
金
な
ど
を
合
わ
せ
て
、

約
１
億
円
の
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

総
務
省
は
新
年
度
に
地
方
交
付
税
の

１
兆
１
千
億
円
の
増
額
要
求
を
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て

も
、
暫
定
税
率
廃
止
と
な
れ
ば
同
額
程

度
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
鳩
山
政
権

は
地
方
交
付
税
の「
地
域
主
権
」「
地
方

配
慮
」
を
唱
え
て
い
ま
す
の
で
、
期
待

し
な
が
ら
推
移
を
見
守
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
の
動
向
や
地

方
自
治
体
の
財
政
事
情
な
ど
に
目
を
凝

ら
し
な
が
ら
、
行
財
政
運
営
に
当
た
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
内
子
座
座
長
の
全
国
公
募
】

　

内
子
座
は
、
町
民
有
志
の
寄
付
に
よ

り
、
大
正
天
皇
の
即
位
を
祝
し
て
大
正

5
年
に
建
て
ら
れ
た
木
造
の
歌
舞
伎
劇

場
、
芝
居
小
屋
で
す
。
時
代
の
流
れ
の

中
で
映
画
館
や
商
工
会
事
務
所
な
ど
の

変
遷
を
重
ね
な
が
ら
、
昭
和
60
年
に
、

伝
統
的
な
建
造
物
を
生
か
し
て
使
う
と

い
う
理
念
に
よ
り
、
県
の
補
助
金
を
活

用
し
て
創
建
当
時
の
姿
に
復
原
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
観
光
施
設
と
し
て
、
ま

た
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

文
楽
や
、
歌
舞
伎
、
演
劇
、
コ
ン
サ
ー

ト
、
町
民
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
ピ

ア
ノ
発
表
会
な
ど
、
幅
広
い
分
野
の
劇

場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
間
入
館
者
数
は
、
平
成
7
年
度
の

７
万
７
千
人
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し

て
お
り
、
20
年
度
は
４
万
６
千
人
と
、

ピ
ー
ク
時
の
60
㌫
に
な
り
ま
し
た
。
原

因
と
し
て
、
文
楽
や
歌
舞
伎
は
好
評
を

博
し
て
い
る
一
方
、
以
前
は
内
子
座
ら

し
い
上
演
に
取
り
組
ん
で
い
た
町
民
の

自
主
興
行
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
休
会
、
ま

た
は
解
散
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

内
子
座
の
全
国
的
な
認
知
度
は
高

ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
、
あ
の
風

格
の
あ
る
建
物
を
生
か
し
き
っ
て
い
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
内
子
町
に
経
済

効
果
が
生
ま
れ
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ

り
、
地
域
経
済
を
少
し
で
も
動
か
し
て

い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
こ
の
た
び

優
れ
た
人
材
を
得
る
た
め
に
、
内
子
座

の
座
長
を
全
国
に
公
募
し
ま
し
た
。
マ

ス
コ
ミ
を
通
じ
た
全
国
へ
の
情
報
発
信

に
よ
り
、
10
月
20
日
～
11
月
20
日
の
１

カ
月
の
公
募
期
間
に
、
53
人
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
県
内
は
も
と
よ
り
、
東

京
や
大
阪
、
京
都
、
神
奈
川
な
ど
全
国

各
地
か
ら
、
20
～
70
代
ま
で
、
女
性
も

10
人
が
手
を
挙
げ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
県
内
か
ら
５
人
の
外
部
審
査

員
を
迎
え
、
内
部
３
人
の
審
査
員
と
共

に
、
第
１
次
審
査
に
向
け
て
準
備
中
で

す
。
今
月
中
に
第
１
次
審
査
を
行
い
、

来
年
１
月
中
旬
に
第
２
次
審
査（
面
接
・

面
談
）
を
実
施
、
２
月
末
日
ま
で
に
は

座
長
を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
座
長
の
採
用
は
、
22
年
７
月
１
日

か
ら
の
予
定
で
す
。

　

町
内
外
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
内

子
座
な
ら
で
は
の
興
業
や
地
域
に
伝
わ

る
伝
承
芸
能
な
ど
を
素
材
に
し
た
催
し

を
企
画
し
、
職
員
は
も
と
よ
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
国
道
３
７
９
・
３
８
０
号
の
進
捗
状
況
】

　

国
道
３
７
９
号
内
子
東
バ
イ
パ
ス
は
、

現
在
の
道
路
は
幅
員
が
狭
く
、
カ
ー
ブ

が
多
く
て
見
通
し
の
悪
い
１
車
線
区

間
が
多
く
あ
り
、
歩
行
者
の
安
全
や
円

滑
な
通
行
が
阻
害
さ
れ
る
た
め
、
平
成

４
年
度
に
施
工
総
延
長
5.4
㌔
の
工
区
と

し
て
県
が
事
業
着
手
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
、
大
瀬
地
区
の
2.7
㌔
と
吉
野
川

地
区
の
1.2
㌔
が
部
分
供
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
に
は
、
柳
瀬
ト
ン
ネ
ル
を

含
む
内
子
東
バ
イ
パ
ス
区
間
1.3
㌔
の
供

用
開
始
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
21
年
度

末
の
進
捗
率
は
96
．３
㌫
と
な
り
ま
す
。

22
年
度
に
は
残
り
の
0.2
㌔
区
間
も
供
用

が
図
ら
れ
、
内
子
東
バ
イ
パ
ス
計
画
区

間
が
す
べ
て
改
良
済
み
に
な
る
予
定
で

す
。

　

国
道
３
８
０
号
寺
村
バ
イ
パ
ス
は
、

幅
員
が
狭
く
、
線
形
不
良
カ
所
が
多
く

あ
っ
た
た
め
、
昭
和
63
年
度
に
施
工
総

延
長
4.9
㌔
の
工
区
と
し
て
事
業
化
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
4.4
㌔
が
供
用

さ
れ
て
お
り
、
21
年
度
末
の
進
捗
率
は

89
．８
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
残
る
突
合

橋
付
近
の
0.5
㌔
も
25
年
度
完
成
を
目
指

し
て
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
道
３
８
０
号
小
田
バ
イ
パ
ス
は
、

20
年
度
ま
で
２
車
線
の
バ
イ
パ
ス
と
し

て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
後
は
生
活
道
と
し
て
早
期
に
利
用
が

図
れ
る
1.5
車
線
的
整
備
に
移
行
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
幅
員
が
狭
く

見
通
し
の
悪
い
所
を
22
～
24
年
度
ま
で

に
３
カ
所
０
．３
３
㌔
、
25
～
27
年
度
ま

で
に
４
カ
所
０
．５
１
㌔
を
局
部
的
に

改
良
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
内
子
東
バ
イ
パ
ス
は
ほ
ぼ
完

成
し
、
今
年
度
に
柳
瀬
ト
ン
ネ
ル
と
筏

い
か
だ

流な
が
し

橋
が
完
成
す
る
運
び
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
道
３
７
９
・
３
８
０

号
期
成
同
盟
会
主
催
の
開
通
式
を
22
年

２
月
中
～
下
旬
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

月
議
会
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

平
成
21
年
12
月
内
子
町
議
会
定
例
会
は
、
12
月
17
日
～
25
日
ま
で
９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。
17
の
町
長
提
出
案
件
（
条
例
の
制
定
・
改
正
８
件
、
工
事
変
更
請
負
契
約
１
件
、
補
正
予
算
６
件
、

そ
の
他
２
件
）
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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